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沼
　
　
本
　
　
克
　
　
明

平
安
時
代
初
期
か
ら
院
政
期
に
か
け
て
の
梵
語
資
料
や
漢
音
資
料
を
調
べ
て
い
く
と
、
そ
れ
ほ
ど
多
く
は
な
い
が
声
母
識
別
－
有
気
・
無

気
音
の
区
別
や
有
声
・
無
声
音
の
区
別
な
ど
ー
を
し
た
資
料
が
散
見
さ
れ
る
。
こ
う
い
う
区
別
は
日
本
語
史
上
か
ら
言
え
ば
旧
来
の
も
の
に

相
当
す
る
呉
音
資
料
に
は
絶
え
て
見
ら
れ
な
い
し
、
亦
博
士
家
の
漢
籍
系
統
の
訓
点
資
料
に
も
全
く
見
ら
れ
な
い
か
ら
、
平
安
初
期
に
な
っ

て
将
来
さ
れ
た
密
教
学
の
世
界
に
お
け
る
外
国
語
学
習
－
梵
語
・
中
国
語
I
の
隆
盛
に
伴
う
研
学
の
証
跡
と
見
る
こ
と
が
出
来
る
。

嘗
て
筆
者
は
こ
の
種
の
資
料
を
紹
介
し
、
そ
の
個
々
の
分
析
を
行
っ
た
事
も
有
る
が
、
全
体
的
な
歴
史
的
な
流
れ
の
中
で
位
置
づ
け
て
み

る
必
要
が
有
る
と
考
え
、
先
に
梵
語
資
料
に
つ
い
て
分
析
を
加
え
た
（
1
）
。
本
稿
は
そ
れ
に
続
き
、
漢
音
資
料
を
対
象
に
、
日
本
語
史
上
の



位
置
を
改
め
て
考
え
て
み
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

扱
、
此
処
で
言
う
「
声
母
識
別
」
の
規
定
を
先
ず
お
こ
な
っ
て
お
こ
う
。

日
本
語
表
記
の
た
め
に
作
ら
れ
た
「
仮
名
」
は
日
本
語
の
音
素
に
対
応
し
て
い
る
。
そ
の
仮
名
で
外
国
語
（
中
国
語
）
音
を
表
記
し
ょ
う

と
す
る
時
、
対
応
し
な
い
音
素
は
そ
の
仮
名
の
網
目
か
ら
抜
け
落
ち
る
事
に
な
る
。

そ
の
抜
け
落
ち
る
部
分
に
つ
い
て
中
国
語
の
各
々
に
つ
い
て
見
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

◎
中
国
語
　
（
漢
音
）

中
国
語
（
漢
音
）
の
場
合
の
主
要
な
点
を
取
り
上
げ
る
と
次
の
様
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

l
重
唇
音
の
訂
小
と
軽
唇
音
の
ト
系
の
区
別
、

2
舌
頭
音
の
ト
系
と
舌
上
音
の
ト
系
の
区
別
、

3
牙
音
の
ト
系
子
音
と
喉
音
の
h
系
子
音
の
区
別
、

4
歯
頭
音
の
虹
系
、
歯
上
音
の
軒
系
、
正
歯
音
の
む
糸
の
区
別
、

5
k
a
と
卵
等
の
無
声
音
と
有
声
音
の
区
別
、

6
k
a
と
血
等
の
無
気
音
と
有
気
音
の
区
別
、

7
声
調

（
こ
の
他
に
、
母
音
の
細
か
な
区
別
や
拗
介
音
の
問
題
等
が
有
る
が
此
処
で
は
省
略
）

l
に
就
い
て
は
、
日
本
語
の
音
韻
と
し
て
の
区
別
が
無
か
っ
た
為
に
区
別
は
無
視
さ
れ
て
い
る
。

2
に
就
い
て
も
1
と
同
じ
で
あ
る
。

3
及
び
4
に
就
い
て
は
、
日
本
語
と
し
て
の
音
韻
論
的
に
は
1
2
と
同
じ
で
あ
る
が
、
一
部
こ
れ
を
区
別
し
ょ
う
と
し
た
資
料
が
残
っ
て

い
る
。

漢
音
の
声
母
識
別
声
点
資
料
に
つ
い
て
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五
二

5
及
び
6
は
梵
語
の
場
合
に
同
じ
く
、
日
本
語
の
音
韻
に
は
区
別
が
無
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
中
国
語
の
重
要
な
音
韻
上
の
区
別
で
あ

っ
た
為
に
そ
の
処
理
が
重
要
な
問
題
と
な
っ
た
。
但
し
6
の
無
気
・
有
気
の
区
別
を
試
み
た
資
料
は
実
際
に
は
非
常
に
少
な
い
。

7
は
中
国
語
の
修
得
に
は
必
須
条
件
で
あ
っ
た
為
に
、
ど
の
資
料
で
も
詳
し
い
加
点
が
行
わ
れ
た
。
な
お
、
後
に
具
体
的
に
言
及
す
る
様

に
、
四
声
の
軽
重
は
声
母
の
区
別
と
大
き
く
関
与
し
て
い
る
。

右
の
諸
点
の
中
で
、
具
体
的
に
そ
の
区
別
を
行
お
う
と
し
た
資
料
が
見
ら
れ
る
の
は
、
3
4
5
6
の
各
点
で
あ
る
。
本
稿
で
対
象
に
す
る

中
国
語
（
漢
音
）
　
の
　
「
声
母
識
別
」
と
は
以
上
の
四
点
を
言
う
も
の
す
る
。

二
、
漢
音
の
声
母
識
別
資
料

外
国
語
と
し
て
の
忠
実
な
学
習
の
一
部
と
し
て
、
有
声
音
と
無
声
音
の
区
別
、
有
気
音
と
無
気
音
の
区
別
と
そ
の
書
き
分
け
が
漠
字
音
に

先
だ
っ
て
天
台
密
教
の
梵
語
学
か
ら
始
ま
っ
た
こ
と
を
、
先
の
注
（
1
）
論
文
で
説
い
た
。
こ
れ
に
触
発
さ
れ
て
、
漢
語
即
ち
漢
音
も
亦
外
国

語
と
し
て
の
学
習
と
維
持
が
為
さ
れ
て
い
た
（
為
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
）
。

①
仁
和
寺
蔵
仏
母
大
孔
雀
明
王
経
平
安
初
期
点

そ
の
最
も
古
い
も
の
と
し
て
管
見
で
は
仁
和
寺
蔵
仏
母
大
孔
雀
明
王
経
が
挙
げ
ら
れ
る
。
本
書
に
就
い
て
は
既
に
旧
稿
で
紹
介
し
た
こ
と

が
あ
る
（
2
）
。
本
資
料
は
平
安
初
期
九
〇
〇
年
頃
の
加
点
と
見
ら
れ
る
。
朱
声
点
が
全
巻
の
梵
語
音
訳
字
を
除
く
漢
文
本
文
に
加
点
さ
れ
、

朱
点
の
仮
名
も
所
々
に
加
点
さ
れ
て
い
る
。
上
下
欄
外
に
は
「
切
韻
」
等
の
反
切
も
書
き
込
ま
れ
て
い
る
。
尚
、
そ
の
後
の
再
調
査
に
よ
っ

て
白
点
の
仮
名
が
加
点
さ
れ
て
い
る
事
が
明
ら
か
に
な
っ
た
（
3
）
。

旧
稿
で
紹
介
し
た
様
に
本
資
料
の
声
点
は



次
図
の
様
な
十
六
カ
所
の
区
別
が
厳
密
に
行

怒
声
次
滑

●
　
去
声
濁

入
声
次
清

●

去
声
滑

去
声
清
濁

上
声
清
濁

上
声
滑

入
声
濁

入
声
清
濁

●
　
上
声
濁

上
声
次
清

平
声
清
濁

平
声
濁

●

平
声
次
活

わ
れ
て
い
る
。
こ
の
区
別
は
、
切
韻
（
中
古

音
）
　
の
声
母
1
全
清
・
次
清
・
全
濁
・
次
濁

I
と
締
麗
に
対
応
し
て
い
る
。
旧
稿
で
は
こ

れ
ら
の
声
点
の
位
置
の
違
い
を
、
声
母
識
別

機
能
を
持
た
せ
た
も
の
と
す
る
解
釈
の
可
能

性
を
認
め
な
が
ら
も
、
最
終
的
に
は
声
調
の

違
い
と
見
る
解
釈
を
提
示
し
た
。
即
ち
、
本

資
料
は
十
六
声
体
系
で
加
点
さ
れ
た
も
の
と

轡轡．、
扱螢

′響博で樹
k

一

一
小

一
ヽ

ん
叫

虚

哉
増
悪
惹
昔

・．宮

、
∵
．
㌧
．
1

敦
雪
空
重
患
骨
蚤
纂
斬
如

幸
過

を
呵
芸
雷
宜
威
藩
賃
を
空
藻

t

鋤
璃
離

怒
り
お
ー
‥

也
偵

票
等
聖
▲

拠
軒
品
土
・
1

如
軋
醇
九
か

一
声
∵
岩

骨草庵

一

　

　

考

u
蜃

触抑
十

村

ェ合

亨
　
　
l
l

賀
封

後
次
紆
痺
施
′
杏
如
水
声
亀
桓
肴
永
乳
を
貫

見
た
の
で
あ
る
。
声
母
の
区
別
と
声
調
の
区
別
は
実
は
表
裏
一
体
で
あ
る
。
即
ち
中
古
音
の
平
上
去
人
の
下
位
区
分
で
あ
る
軽
重
は
声
母
の

無
声
音
・
有
声
音
の
違
い
か
ら
生
じ
る
。
無
声
音
で
あ
る
全
清
・
次
清
声
母
は
軽
に
、
有
声
音
で
あ
る
全
濁
・
次
濁
声
母
は
重
に
対
応
す
る
。

漢
音
の
声
母
識
別
声
点
資
料
に
つ
い
て



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
五
四

更
に
、
そ
の
軽
重
の
下
位
に
無
気
音
・
有
気
音
の
違
い
が
声
調
の
違
い
を
生
ず
る
要
因
と
な
っ
た
。
無
気
音
で
あ
る
全
清
・
次
濁
声
母
は
軽

に
、
有
気
音
で
あ
る
次
清
・
全
濁
声
母
は
重
に
対
応
す
る
。
理
論
的
に
は
、
こ
の
様
に
声
母
の
違
い
と
声
調
の
違
い
は
対
応
し
て
い
る
。
但

し
実
際
の
発
音
に
お
い
て
は
こ
の
様
な
十
六
種
類
も
の
声
調
素
が
音
韻
論
的
な
機
能
を
以
て
運
用
さ
れ
て
い
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
と
い
う

事
は
認
め
ね
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
但
し
注
意
を
要
す
る
の
は
、
こ
の
加
点
は
そ
の
背
景
に
唐
代
秦
音
（
長
安
標
準
語
－
即
ち
漢
音
の
母

胎
音
）
が
有
っ
た
も
の
で
は
な
い
と
い
う
点
で
あ
る
。
長
安
音
で
は
全
濁
声
母
字
は
無
声
音
化
し
て
次
清
声
母
に
合
流
し
て
い
た
と
考
え
ら

れ
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
形
跡
は
こ
の
加
点
に
は
全
く
見
ら
れ
ず
、
中
古
切
韻
音
に
完
全
に
一
致
し
て
い
る
。
即
ち
こ
の
事
は
、
今
日
の
我
々

が
中
古
音
を
理
論
的
に
再
構
出
来
る
と
同
じ
様
に
、
切
韻
等
の
韻
書
の
反
切
を
下
敷
き
に
し
て
中
古
音
を
再
構
し
、
注
意
深
く
加
点
し
た
、

全
体
が
知
識
的
研
究
の
結
果
で
あ
っ
た
事
を
示
し
て
い
る
。
従
っ
て
声
母
の
違
い
を
理
論
的
に
押
さ
え
た
も
の
と
い
う
解
釈
も
可
能
で
あ
り
、

同
じ
可
能
性
を
以
て
声
調
体
系
を
理
論
的
に
押
さ
え
た
も
の
と
い
う
解
釈
も
可
能
と
な
る
は
ず
で
あ
る
。

本
資
料
は
平
安
初
期
に
外
国
語
と
し
て
の
中
国
語
の
高
度
な
学
習
が
行
わ
れ
て
い
た
事
実
を
知
ら
し
め
る
も
の
と
し
て
押
さ
え
て
お
く
必

要
が
あ
る
。

②
醍
醐
寺
蔵
法
華
経
釈
文
平
安
後
期
点

本
資
料
は
著
名
な
資
料
で
あ
り
諸
家
の
研
究
が
有
る
（
〝
）
。
詳
細
は
そ
れ
ら
の
研
究
成
果
に
譲
り
、
此
処
で
は
、
必
要
な
情
報
の
み
を
再

掲
す
る
。

本
書
の
朱
筆
加
点
（
厳
密
に
は
そ
の
祖
点
と
言
う
べ
き
か
も
知
れ
な
い
）
は
著
者
仲
算
の
弟
子
で
、
法
相
宗
と
真
言
宗
を
兼
学
し
た
真
興
（
九

三
五
～
一
〇
〇
四
）
の
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
加
点
の
内
容
は
、
朱
星
声
点
が
掲
出
字
と
反
切
と
に
、
朱
仮
名
が
同
じ
く
掲
出
字
と

反
切
に
、
そ
の
他
、
朱
筆
で
校
合
や
注
記
が
数
多
く
記
入
さ
れ
て
い
る
。

朱
声
点
に
は
本
稿
で
問
題
に
し
て
い
る
声
母
識
別
の
試
み
が
為
さ
れ
て
い
る
㍗
　
そ
の
内
容
は
次
の
如
く
で
あ
る
。



男
複
声
点
を
中
古
音
次
清
声
母
即
ち
有
気
音
字
に
加
点
す
る
（
5
）
。
こ
れ
は
云
う
ま
で
も
な
く
日
本
語
に
無
い
有
気
音
と
無
気
音
の
区

（

別
を
中
国
語
通
り
に
行
お
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
声
点
は
望
和
の
望
ロ
と
機
能
も
声
点
の
形
も
全
く
同
じ
で
あ
る
。
（
用
例

の
数
字
は
「
古
辞
書
音
義
集
成
」
所
収
写
真
版
の
貢
数
）

例

患

9

　

丘

1

1

　

許

1

1

　

瑳

1

5

　

退

1

7

　

戊

2

2

　

阻

2

4

　

戯

2

8

　

七

3

1

　

等

用
鈎
形
声
点
を
中
古
音
の
喉
音
の
匝
母
・
暁
母
・
干
母
及
び
一
部
歯
音
の
山
母
・
初
母
・
林
母
字
に
加
点
す
る
（
6
）
。
こ
れ
は
日
本
語

に
存
在
し
な
い
レ
系
子
音
と
レ
系
子
音
の
区
別
、
干
母
告
喩
母
上
の
区
別
、
及
び
歯
音
諸
声
母
の
内
の
巻
舌
音
の
区
別
を
行
お
う

と
し
た
も
の
と
解
釈
さ
れ
る
。
但
し
そ
の
用
例
数
は
次
の
如
く
で
、
全
体
の
精
度
は
極
め
て
低
く
、
随
意
的
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

尚
、
こ
の
種
の
区
別
は
梵
語
資
料
に
は
今
の
所
見
出
さ
れ
て
い
な
い
。

例

．

C

　

し

㈹
右
の
他
に
朱
圏
点
が
使
用
を
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
当
該
字
の
「
又
音
」
を
示
す
為
に
使
用
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
（
7
）
。

但
し
こ
の
場
合
も
、
全
体
に
例
外
が
存
す
る
。

例
　
智
書
冶
反
又
始
夜
反
1
0
　
酵
力
知
反
力
智
反
1
4
　
主
徒
古
反
…
又
他
古
反
3
0

籾
、
右
の
声
点
は
中
国
語
に
忠
実
に
原
音
の
区
別
を
行
お
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
精
度
は
極
め
て
低
く
随
意
的
で
あ
る
。
し
か

暁
母
ト
　
款
2
8

喉
音
　
匝
母
虹
　
卸
2
2

干
母
か
葡
2
7

山
母
打
破
5
8

歯
音
　
初
母
軒
叉
2
2

淋
母
軒
寸
劇

悔
．
5
6
　
初
8
6
　
靡
8
8
　
等
十
三
例

沓
2
7
　
合
2
8
　
或
3
7
　
等
三
十
二
例

L

夷

6

2

　

衛

9

2

　

右

以

　

四

例

一
例

L

ト

　

　

　

　

　

L

し

察
亜
　
測
5
8
　
　
刺
5
9
　
四
例

財
5
6
　
二
例

漢
音
の
声
母
識
別
声
点
資
料
に
つ
い
て



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
五
六

し
な
が
ら
注
意
す
べ
き
は
、
有
気
音
と
無
気
音
の
区
別
、
喉
音
と
牙
音
の
区
別
、
巻
舌
音
の
区
別
と
い
う
日
本
語
に
は
無
い
け
れ
ど
も
外
国

語
と
し
て
の
中
国
語
の
特
徴
的
な
発
音
の
区
別
を
行
お
う
と
し
て
い
る
事
実
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
、
本
資
料
は
こ
の
前
後
の
時
期
に
は
見

ら
れ
な
い
特
異
な
資
料
と
い
う
事
に
な
る
。

回
、
仮
名
の
右
肩
に
「
1
」
を
加
え
て
濁
音
を
示
す
。

ゼ

ウ

　

　

ゼ

ウ

　

　

ゲ

ン

例
　
遠
2
6
　
繰
2
6
　
　
軒
　
（
疑
問
例
）
　
3
2

但
し
右
に
見
る
よ
う
に
僅
か
で
あ
っ
て
こ
の
場
合
も
随
意
的
で
あ
る
。
が
と
も
か
く
日
本
漠
字
音
と
し
て
の
濁
音
が
濁
点
に
て
表
示
さ

れ
よ
う
と
し
て
い
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
。

の
、
川
、
餅
、
回
、
四
点
を
総
合
し
て
言
え
る
こ
と
は
、
本
資
料
は
可
能
な
範
囲
で
中
国
原
音
に
忠
実
に
当
該
字
の
音
を
復
元
し
よ
う
と

し
た
資
料
で
あ
る
と
い
う
事
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
前
半
部
に
は
反
切
字
に
も
仮
名
や
声
点
が
詳
細
に
加
点
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
復

元
に
反
切
が
活
用
さ
れ
て
い
た
事
が
明
ら
か
で
あ
る
が
、
そ
の
際
に
基
本
的
に
は
当
時
の
日
本
漢
音
が
基
礎
に
な
っ
て
い
た
。
そ
れ
は
例
え

ば

ホ
ウ寮ホ

ウ報フ不風

博
抱
反
2
0

カ
ウ
呼
到
反

博
耕
反
　
3
4

ク

方
久
反
1
7

ル
レ

方
隆
反
3
7

の
如
き
例
に
よ
っ
て
確
認
出
来
る
。
こ
れ
ら
は
掲
出
字
の
音
形
が
当
時
の
日
本
漢
音
の
姿
で
あ
り
、
反
切
の
機
械
的
帰
納
か
ら
は
「
ハ
ウ
」

「
ハ
ウ
」
「
ヒ
ウ
」
「
ヒ
ウ
」
と
な
る
は
ず
で
そ
れ
は
採
用
さ
れ
て
い
な
い
。
か
え
っ
て
後
二
者
の
場
合
は
反
切
を
呉
音
で
読
む
こ
と
に
よ
っ

て
日
本
漢
音
に
一
致
さ
せ
よ
う
と
す
る
操
作
を
加
え
て
い
る
の
で
あ
る
。

扱
、
本
資
料
が
全
体
に
そ
の
よ
う
な
日
本
漢
音
を
基
礎
に
し
つ
つ
も
可
能
な
範
囲
で
反
切
を
利
用
し
て
理
論
的
に
中
国
元
音
の
学
習
を
試



み
た
と
い
う
性
格
を
持
つ
資
料
で
あ
る
と
い
う
事
を
踏
ま
え
た
上
で
、
本
資
料
の
声
調
に
つ
い
て
再
考
す
る
と
ど
の
よ
う
な
事
が
言
え
る
で

あ
ろ
う
か
。

本
資
料
の
朱
声
点
に
平
上
去
人
の
四
声
の
他
に
、
所
謂
軽
重
を
区
別
す
る
声
点
が
見
ら
れ
る
事
は
疑
い
な
い
。
前
引
「
土
」
の
例
に
よ
っ

ヽ

　

ヽ

て
も
確
認
出
来
る
。
問
題
は
そ
の
声
点
上
の
区
別
が
声
調
体
系
を
反
映
し
て
い
る
も
の
か
ど
う
か
と
い
う
点
に
な
る
。

こ
こ
で
中
国
音
韻
史
に
お
け
る
唐
代
秦
音
の
音
韻
変
化
と
声
調
の
軽
重
分
離
に
つ
い
て
基
本
的
な
所
を
押
さ
え
て
お
こ
う
〈
8
）
。

一
般
音
声
学
的
見
地
か
ら
有
声
音
声
母
で
始
ま
る
音
節
は
そ
の
発
端
高
度
が
低
く
な
る
傾
向
が
あ
る
か
ら
、
平
上
去
人
の
全
清
・
次
清
声

字
に
対
し
て
全
濁
・
次
濁
声
母
字
は
や
や
低
く
始
ま
る
と
い
う
音
声
的
な
異
な
り
が
有
っ
た
と
推
定
で
き
る
。
唐
代
に
入
る
と
、
全
濁
声
母

の
無
声
音
化
と
、
次
濁
声
母
の
非
鼻
音
化
が
進
行
し
た
。
こ
の
内
、
前
者
は
全
濁
声
母
と
次
清
声
母
の
合
流
で
あ
っ
て
、
今
層
音
声
母
を
例

に
取
る
と
次
の
様
な
変
化
に
な
る
。

（
全
清
）

（
次
清
）

（
全
濁
）

（
次
濁
）

（
中
古
音
）
　
　
　
（
秦
音
）

㌢

　

　

1

　

㌢

直

　

　

1

　

針

　

1

軽

ト

　

　

1

　

予

　

1

重

針

　

　

1

　

ト

そ
の
結
果
、
子
音
の
違
い
に
よ
っ
て
区
別
さ
れ
て
い
た
次
清
音
と
全
濁
音
の
区
別
を
声
調
の
遣
い
に
委
ね
ざ
る
を
得
な
く
な
り
、
こ
こ
に

音
韻
的
な
独
立
が
起
こ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
音
韻
上
の
軽
重
分
離
は
次
清
音
と
全
濁
音
の
区
別
の
た
め
で
あ
る
。
従
っ
て
こ
の
現
象
に
対
し

て
は
次
濁
声
母
は
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
、
つ
ま
り
ど
ち
ら
で
も
良
か
っ
た
の
で
あ
っ
て
、
日
本
漢
音
の
殆
ど
の
資
料
で
見
ら
れ
る
六
声
体
系
の
祖

系
で
は
、
次
濁
声
母
は
平
声
は
重
、
上
声
は
軽
、
去
声
は
不
明
（
詰
ま
り
区
別
が
無
か
っ
た
）
、
入
声
は
軽
に
な
っ
て
い
た
。
こ
れ
を
中
古

音
の
声
母
と
の
対
応
で
全
体
の
関
係
を
復
元
し
て
み
る
と
次
図
の
よ
う
な
関
係
に
な
る
。

漢
音
の
声
母
識
別
声
点
資
料
に
つ
い
て
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日
本
漢
音
の
六
声
体
系
で
は
上
声
全
濁
字
は
去
声
化
す
る
。
こ
れ
は
全
濁
字
の
み
が
重
声
で
あ
っ
た
た
め
で
あ
る
。
去
声
に
つ
い
て
は
日

全 次 次 全
清 清 濁 渦

平 軽 重

上 軽 軽 －重

…去

入 軽 重

本
漢
音
で
は
軽
重
を
全
く
区
別
し
な
い
の
で
不
明
で
あ
る
。
可
能
性
と
し
て
は
平
声
と
対
応
し
て
全
声

・
次
清
は
軽
、
全
濁
・
次
濁
字
は
重
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
こ
で
重
要
な
の
は
唐
代
以
後
で
の

北
方
標
準
音
に
お
い
て
上
声
全
濁
字
の
去
声
化
と
い
う
音
韻
変
化
が
進
行
し
、
唐
代
末
期
に
は
こ
れ
が

完
了
し
て
い
る
と
い
う
事
実
で
あ
る
。
こ
の
事
は
、
上
声
及
び
去
声
の
軽
重
が
中
国
語
に
お
い
て
も
音

韻
論
的
意
味
を
持
た
な
か
っ
た
と
い
う
点
で
あ
る
。
上
声
に
軽
重
を
分
か
つ
体
系
で
あ
っ
た
な
ら
ば
、

基
本
的
な
四
声
の
大
枠
を
越
え
て
去
声
に
移
る
様
な
大
き
な
変
化
は
起
こ
ら
ず
、
上
声
重
と
し
て
四
声

の
大
枠
は
保
持
す
る
は
ず
な
の
で
あ
る
。
以
上
の
日
本
漢
音
の
声
調
体
系
は
、
安
然
「
悉
曇
蔵
」
に
記
述
さ
れ
た
最
も
伝
来
の
古
い
と
い
う

「
表
（
蓑
）
」
説
の
「
平
声
直
低
、
有
軽
有
重
、
上
声
直
昂
、
有
軽
無
重
、
去
稗
引
、
無
軽
無
重
、
入
声
径
止
、
無
内
無
外
、
平
中
怒
声
与
重

無
別
、
上
中
重
音
、
与
去
不
分
」
と
極
め
て
近
い
も
の
で
あ
る
。
日
本
漢
音
の
声
調
体
系
は
、
上
去
の
基
本
的
な
四
声
の
枠
を
越
え
る
こ
と

に
な
る
上
声
全
濁
字
の
去
声
化
の
比
率
の
違
い
を
見
せ
る
点
を
除
い
て
、
こ
の
最
も
古
い
伝
来
と
い
う
六
声
体
系
が
基
本
的
に
変
動
し
な
い

で
最
後
ま
で
伝
承
さ
れ
た
事
に
な
る
。

扮
、
以
上
の
前
提
を
押
さ
え
た
上
で
、
法
華
経
釈
文
の
朱
声
点
に
就
い
て
改
め
て
考
え
て
み
る
。

小
松
博
士
は
本
資
料
の
上
声
に
随
意
的
に
軽
重
を
区
別
し
て
い
る
と
さ
れ
た
（
9
〉
。
近
時
の
論
考
で
は
上
声
去
声
の
軽
重
は
、
仮
に
区
別

し
て
い
る
と
し
て
も
そ
れ
は
声
調
の
区
別
で
は
な
く
「
声
母
の
言
い
分
け
」
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
と
い
う
考
え
を
示
さ
れ
て
い
る
（
望

筆
者
は
旧
稿
で
、
本
資
料
は
四
声
各
々
に
軽
重
を
分
か
つ
八
声
体
系
が
崩
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
と
論
じ
た
（
1
1
）
。
近
時
佐
々
木
勇
氏
は
更
に

詳
細
な
分
析
を
加
え
ら
れ
、
結
論
だ
け
を
抜
き
出
せ
ば
、
前
半
は
八
声
体
系
、
後
半
は
六
声
体
系
で
あ
る
と
す
る
説
を
提
出
さ
れ
た
（
蔓

こ
れ
ら
諸
説
に
対
し
て
、
前
述
の
様
な
．
基
本
線
を
導
入
し
て
再
解
釈
す
る
と
次
の
よ
う
な
結
論
に
な
る
。

本
資
料
は
基
本
的
に
は
日
本
漢
音
の
六
声
体
系
に
基
づ
き
、
そ
れ
を
反
切
に
よ
っ
て
理
論
的
に
補
っ
て
、
四
声
各
々
に
軽
重
を
分
か
と
う



と
し
た
試
み
の
結
果
が
反
映
し
た
も
の
で
あ
る
。
六
声
体
系
に
お
い
て
は
去
声
の
軽
重
は
全
く
区
別
で
き
な
い
た
め
に
、
反
切
に
よ
る
理
論

的
修
正
に
お
い
て
も
此
処
の
部
分
だ
け
は
殆
ど
処
理
で
き
な
か
っ
た
。
佐
々
木
氏
の
詳
細
な
統
計
表
に
お
い
て
も
去
声
の
軽
重
が
区
別
さ
れ

て
い
な
い
の
は
そ
の
た
め
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
（
蔓
上
声
に
就
い
て
重
の
識
別
が
明
瞭
な
の
は
日
本
漢
音
に
於
い
て
上
声
全
濁
字
は
去

全 次 全 次

清 清 濁 濁

平 軽 重 重

上 軽 重 ．軽

…
去 軽 重 重

入 ‘軽 重 軽

声
に
移
る
と
い
う
手
掛
か
り
が
あ
っ
た
（
中
古
音
に
よ
る
反
切
の
下
字
は
全
て
上
声
）
為
に
他
な
ら
な

い
で
あ
ろ
う
。

日
本
漢
音
の
清
濁
と
の
対
応
関
係
に
つ
き
、
前
頁
の
表
を
書
き
換
え
て
示
す
と
原
理
的
に
は
八
声
体

系
は
上
図
の
如
き
も
の
で
（
但
し
去
声
は
推
定
）
、
声
母
の
識
別
が
可
能
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
加
点

者
に
は
、
反
切
に
よ
り
こ
の
図
を
適
用
す
れ
ば
か
な
り
精
度
の
高
い
軽
重
分
離
が
出
来
た
は
ず
で
あ
る
。

に
も
か
か
わ
ら
ず
本
資
料
の
軽
重
分
離
が
、
佐
々
木
氏
が
示
さ
れ
た
如
き
大
き
な
曖
昧
性
を
残
し
た
も

の
と
な
っ
て
い
る
の
は
、
本
資
料
の
加
点
者
の
基
礎
的
声
調
体
系
が
六
声
体
系
で
あ
っ
た
か
ら
に
他
な
ら
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

所
で
、
特
に
上
声
・
去
声
の
軽
重
を
区
別
し
ょ
う
と
し
た
の
に
は
別
の
意
味
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
先
に
引
用
し
た

生
徒
古
反
…
又
他
古
反

の
例
は
「
土
」
字
に
二
反
切
が
加
え
ら
れ
て
い
る
例
で
、
中
古
音
つ
ま
り
反
切
上
で
は
「
徒
古
反
」
は
「
血
上
声
」
、
「
他
古
反
」
は
中
古
音

「
ぬ
上
声
」
と
い
う
違
い
が
あ
っ
た
が
、
日
本
漢
音
で
は
全
濁
声
母
の
無
声
音
化
に
従
っ
て
両
反
切
音
は
同
音
に
な
っ
て
い
た
。
反
切
に
従

っ
て
こ
の
二
音
の
違
い
を
説
明
す
る
に
は
、
軽
重
と
い
う
声
調
の
違
い
で
し
か
説
明
出
来
な
か
っ
た
と
い
う
事
に
な
る
。
即
ち
全
濁
声
母
字

の
説
明
原
理
と
し
て
、
軽
重
が
利
用
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
但
し
そ
れ
は
上
声
字
の
場
合
で
あ
っ
て
、
去
声
字
に
は
不
可
能
で
あ
っ

た
。
何
と
な
ら
ば
、
日
本
漢
音
で
は
去
声
字
が
全
く
軽
重
を
区
別
し
な
い
体
系
で
あ
っ
た
か
ら
、
理
論
さ
え
も
立
て
る
手
だ
て
が
な
か
っ
た

の
で
あ
る
。

「
法
華
経
釈
文
」
の
声
調
体
系
は
平
声
に
軽
重
の
二
調
素
、
入
声
に
軽
重
の
二
調
素
、
去
声
は
一
調
素
の
み
で
理
論
的
に
も
軽
重
を
分
離

漢
音
の
声
母
識
別
声
点
資
料
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
五
九
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す
る
こ
と
は
出
来
て
い
な
い
。
上
声
は
一
調
索
で
あ
る
が
、
理
論
的
に
軽
重
を
分
離
出
来
て
い
る
、
と
い
う
の
が
本
書
の
実
態
で
は
な
い
か

と
考
え
る
。
尚
、
秦
音
体
系
、
そ
し
て
そ
れ
を
母
胎
に
し
た
日
本
漢
音
の
声
調
体
系
が
六
声
体
系
で
推
移
し
た
の
は
、
低
平
調
（
平
声
重
・

入
声
重
）
、
高
平
詞
（
上
声
・
入
声
軽
）
、
下
降
調
（
平
声
軽
）
、
上
昇
調
（
去
声
）
と
い
う
四
調
素
が
基
本
的
な
限
界
で
あ
っ
て
、
下
降
調

や
上
昇
調
を
更
に
細
分
化
し
た
調
素
を
実
際
上
運
用
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
っ
た
と
い
う
事
で
あ
ろ
う
。

籾
、
以
上
の
様
に
「
法
華
経
釈
文
」
の
加
点
は
全
体
に
、
成
功
し
て
い
る
と
は
言
い
難
い
け
れ
ど
も
、
中
国
語
原
音
の
学
習
の
跡
が
顕
著

で
あ
る
。
こ
の
様
な
細
部
に
及
ぶ
ま
で
の
学
習
の
痕
跡
は
こ
の
資
料
の
前
後
に
は
見
ら
れ
な
い
。
そ
う
い
う
意
味
で
、
日
本
漠
字
音
史
上
特

異
な
位
置
に
有
る
。
本
資
料
が
移
点
本
で
有
る
と
し
て
も
、
周
囲
の
状
況
か
ら
、
従
来
指
摘
さ
れ
て
い
る
「
真
興
」
　
の
学
問
の
痕
跡
と
見
る

べ
き
で
あ
ろ
う
。
さ
す
れ
ば
「
真
興
」
の
学
問
の
背
景
に
、
あ
る
程
度
中
国
語
が
出
来
た
と
い
う
事
実
を
認
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ

う
。
そ
の
真
興
の
中
国
語
の
素
養
は
、
平
安
初
期
の
日
中
の
直
接
の
人
的
交
流
に
よ
っ
て
蓄
積
伝
承
さ
れ
た
中
国
語
学
が
維
持
さ
れ
て
真
興

ま
で
至
っ
た
、
そ
の
最
末
期
の
姿
と
見
る
べ
き
な
の
で
あ
ろ
う
か
。

そ
れ
は
そ
れ
と
し
て
、
加
点
の
形
式
に
手
掛
か
り
を
求
め
る
と
、
次
清
音
に
「
‥
」
を
使
用
し
た
の
は
平
安
初
期
以
後
の
天
台
宗
の
密
教

学
集
団
で
あ
っ
た
。
真
興
の
学
問
に
こ
の
天
台
密
教
の
流
れ
が
有
っ
た
一
つ
の
手
掛
か
り
と
な
る
。
真
興
の
学
問
は
、
従
来
指
摘
さ
れ
て
き

た
様
に
、
法
相
・
真
言
の
流
れ
に
あ
る
が
（
巽
そ
の
著
述
に
は
「
縛
日
羅
駄
都
（
金
剛
界
）
私
記
一
巻
」
　
「
胎
蔵
界
儀
軌
解
釈
三
巻
」
　
「
金

剛
界
次
第
二
巻
」
　
「
蓮
華
胎
蔵
界
儀
軌
三
巻
」
等
密
教
系
の
書
が
含
ま
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
密
教
儀
軌
の
学
問
は
天
台
密
教
と
の
関
係
を
抜

き
に
し
て
は
成
り
立
た
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
又
現
に
石
山
寺
内
供
淳
祐
（
八
九
〇
～
九
五
二
）
　
の
様
に
真
言
・
天
台
の
密
接
な
交
流

を
示
す
例
が
あ
る
。
そ
し
て
今
本
書
の
加
点
が
真
興
で
あ
る
と
し
て
、
そ
の
声
調
論
の
背
景
に
天
台
宗
僧
安
然
の
　
「
悉
曇
蔵
」
が
考
え
ら
れ

る
事
を
併
せ
て
指
摘
し
て
お
き
た
い
。
本
書
の
表
紙
紙
背
に
著
名
な
声
調
論
上
の
規
則
が
書
き
込
ま
れ
て
い
る
。
此
処
で
は
省
略
に
従
う
が
、

こ
の
記
事
は
「
悉
曇
蔵
」
か
ら
出
て
い
る
（
琶
特
に
そ
の
去
声
と
上
声
に
つ
い
て
論
じ
た
「
上
声
字
、
重
を
は
短
（
に
）
し
て
軽
を
は
長

（
に
）
し
て
、
去
声
字
、
重
を
は
長
（
に
）
し
て
、
軽
を
は
短
（
に
）
し
て
」
は
中
国
語
の
軽
重
論
と
し
て
は
特
異
な
も
の
で
あ
る
が
（
讐



こ
れ
が
両
者
一
致
し
て
い
る
こ
と
か
ら
そ
う
考
え
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
。
真
興
の
学
問
の
背
景
に
は
平
安
初
期
以
来
の
天
台
密
教
学
も

取
り
込
ま
れ
て
い
た
と
い
う
事
に
な
ろ
う
。

扱
、
漠
字
音
の
声
母
識
別
資
料
と
し
て
、
法
華
経
釈
文
の
後
に
管
見
で
は
次
の
二
点
の
孔
雀
経
が
兄
い
だ
さ
れ
た
。
こ
の
二
点
に
つ
い
て

は
嘗
て
言
及
し
た
事
が
あ
る
（
1
7
）
。

⑨
大
東
急
記
念
文
庫
蔵
仏
母
大
孔
雀
明
王
経
巻
下
寛
治
保
安
点

寛
治
五
年
（
一
〇
九
一
）
及
び
保
安
三
年
（
二
二
二
）
　
の
識
語
が
あ
る
。
全
巻
に
加
点
さ
れ
た
朱
点
は
寛
治
五
年
の
識
語
と
対
応
す
る

も
の
で
あ
ろ
う
。

朱
点
に
は
単
点
「
・
」
と
複
点
「
‥
」
と
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。

「
・
・
」
点
は
次
の
諸
字
に
加
点
さ
れ
て
い
る
。

孔
（
五
例
）
、
七
　
（
一
例
）
、
此
（
九
例
）
、
切
（
二
十
例
）
、
杵
（
一
例
）
、
天
（
二
例
）
、
軽
（
一
例
）
、
称
（
一
例
）
、
気
（
二
例
）
、

胎
（
一
例
）
、
沸
（
一
例
）
、
唾
（
一
例
）
、
口
（
一
例
）
、
処
（
一
例
）
、
聴
（
一
例
）

巻
下
全
巻
通
じ
て
右
の
合
計
十
五
字
四
十
八
例
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
中
古
音
の
次
清
音
字
に
相
当
す
る
。
従
っ
て
こ
の
複
点
は

次
清
音
即
ち
有
気
音
の
識
別
の
た
め
に
使
用
さ
れ
た
、
梵
語
資
料
及
び
前
述
法
華
経
釈
文
に
共
通
す
る
も
の
と
見
ら
れ
る
。
但
し
此
処
で
も

全
体
と
し
て
は
随
意
的
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
実
状
で
あ
る
。
そ
の
点
法
華
経
釈
文
と
共
通
す
る
。

④
高
山
寺
蔵
仏
母
大
孔
雀
明
王
経
巻
下
院
政
期
点

院
政
期
～
鎌
倉
時
代
に
か
け
て
数
筆
の
加
点
が
見
ら
れ
る
。
最
も
古
い
院
政
期
の
朱
点
の
中
に
鈎
型
「
」
」
の
声
点
が
次
の
諸
字
に
加
え

ら
れ
て
い
る
。

漢
音
の
声
母
識
別
声
点
資
料
に
つ
い
て
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護
（
六
例
）
、
行
（
二
例
）

僅
か
二
字
八
例
の
み
で
あ
っ
て
確
か
な
事
は
言
え
な
い
が
、
二
字
と
も
中
古
音
の
匝
母
字
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
も
法
華
経
釈
文
の
延
長
線

上
に
あ
る
資
料
と
見
て
良
か
ろ
う
。
即
ち
喉
音
虹
系
子
音
と
区
別
す
る
た
め
に
ト
系
子
音
字
に
加
え
よ
う
と
し
た
も
の
の
痕
跡
で
あ
ろ
う
。

但
し
、
全
体
に
よ
り
一
層
使
用
例
が
減
少
し
て
お
り
、
そ
の
こ
と
は
、
既
に
こ
の
時
期
に
は
こ
の
声
点
の
機
能
が
不
明
に
な
っ
て
お
り
、
形

の
み
が
移
点
に
よ
っ
て
残
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
。

尚
、
以
上
の
孔
雀
経
二
点
の
清
濁
の
区
別
は
振
り
仮
名
の
傍
ら
（
多
く
は
右
肩
）
　
に
「
1
」
を
加
え
る
方
式
で
あ
る
。
こ
れ
は
法
華
経
釈

文
と
全
く
同
じ
方
式
で
あ
り
、
流
れ
と
し
て
言
え
ば
真
興
の
学
問
が
真
言
宗
に
流
れ
込
み
、
院
政
期
ま
で
形
骸
化
し
っ
つ
も
引
き
継
が
れ
て

い
た
事
を
推
定
さ
せ
る
。

一
二
、
纏
め

平
安
初
期
の
入
唐
僧
達
は
、
中
国
で
直
接
イ
ン
ド
の
学
僧
か
ら
梵
語
を
学
習
し
た
。
特
に
円
仁
は
そ
の
と
き
の
記
録
を
詳
細
に
残
し
て
い

る
。
平
安
初
期
の
天
台
宗
の
学
問
に
お
い
て
は
、
そ
う
い
う
な
ま
の
梵
語
の
学
習
と
保
持
の
為
に
努
力
し
た
。
そ
の
一
面
が
声
母
識
別
資
料

と
し
て
具
体
的
に
残
っ
て
い
る
。
然
し
そ
れ
も
時
間
が
経
過
し
、
原
音
の
日
本
化
の
過
程
を
経
る
事
に
よ
っ
て
、
声
母
識
別
資
料
も
院
政
期

に
は
消
滅
し
た
（
望
。

漢
音
に
つ
い
て
も
、
同
じ
く
中
国
原
音
の
学
習
と
保
持
の
為
に
種
々
の
工
夫
が
行
わ
れ
、
声
母
識
別
資
料
が
残
っ
て
い
る
。
平
安
中
後
期

の
交
、
真
興
に
よ
っ
て
残
さ
れ
た
法
華
経
釈
文
は
そ
の
当
時
ま
で
有
気
音
と
無
気
音
の
区
別
、
喉
音
と
牙
音
の
区
別
、
巻
舌
音
の
区
別
と
い

う
中
国
語
原
音
の
区
別
が
行
わ
れ
て
い
た
事
を
証
し
て
い
る
。
そ
の
後
院
政
末
期
ま
で
に
は
、
僅
か
に
有
気
音
を
示
す
記
号
、
喉
音
を
示
す

記
号
を
痕
跡
的
に
残
す
資
料
が
あ
る
の
み
で
あ
る
か
ら
漸
次
日
本
語
化
を
遂
げ
つ
つ
も
、
こ
の
種
の
資
料
が
呉
音
に
全
く
見
ら
れ
な
い
事
と



対
比
し
て
言
え
ば
、
漢
音
が
中
国
語
と
い
う
外
国
語
と
し
て
長
い
間
学
習
・
維
持
さ
れ
て
い
た
事
を
物
語
っ
て
い
る
〈
胃
但
し
、
鎌
倉
時

代
に
入
る
と
こ
う
い
う
資
料
は
全
く
残
っ
て
い
な
い
様
な
の
で
、
院
政
期
を
最
後
に
消
滅
し
た
様
で
あ
る
。

梵
語
音
、
漠
字
音
に
於
け
る
以
上
の
よ
う
な
声
母
識
別
は
、
外
国
語
と
し
て
の
両
語
の
学
習
と
維
持
の
為
の
工
夫
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ

る
が
、
そ
の
具
体
的
資
料
の
残
存
の
有
様
か
ら
見
て
、
そ
れ
ら
の
工
夫
は
初
め
天
台
宗
に
於
け
る
梵
語
音
の
学
習
か
ら
始
ま
っ
た
と
見
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
四
声
点
、
濁
点
、
有
気
音
点
等
、
皆
そ
う
で
あ
る
。
真
興
に
於
け
る
漢
音
の
「
」
」
型
符
号
は
そ
れ
ら
の
流
れ
に
な
い
新

し
い
も
の
で
は
あ
る
が
、
そ
れ
は
天
台
学
を
も
消
化
し
た
真
興
の
学
問
の
深
化
と
言
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

注（
1
）
　
「
未
解
読
の
点
－
陀
羅
尼
へ
の
特
異
な
る
加
点
－
」
（
『
平
成
十
年
度
高
山
寺
典
籍
文
書
総
合
調
査
団
研
究
報
告
論
集
』
平
成
±
年
二
月
刊
）
。

（
2
）
　
拙
著
『
平
安
鎌
倉
時
代
に
於
る
日
本
漠
字
音
に
就
て
の
研
究
』
本
論
第
二
部
漢
音
論
第
四
章
第
五
節
仁
和
寺
蔵
仏
母
大
孔
雀
明
王
経
字
音
点

を
練
る
声
調
の
諸
問
題
。

（
3
）
　
松
本
光
隆
・
沼
本
克
明
「
仁
和
寺
蔵
仏
母
大
孔
雀
明
王
経
字
音
点
」
（
『
近
畿
地
方
の
古
寺
所
蔵
文
献
言
語
資
料
の
総
合
的
調
査
研
究
』
平
成

六
年
度
科
研
報
告
書
）
。

（
4
）
　
吉
田
金
彦
「
法
華
経
釈
文
に
つ
い
て
」
（
「
国
語
国
文
」
第
二
十
一
巻
第
二
号
）
、
同
「
法
華
経
釈
文
解
説
」
（
『
古
辞
書
音
義
集
成
・
法
華
経

釈
文
』
）
汲
古
書
院
刊
所
収
）
、
小
松
英
雄
『
日
本
声
調
史
論
考
』
（
「
九
七
一
年
風
間
書
房
刊
）
、
馬
淵
和
夫
「
醍
醐
寺
三
宝
院
蔵
『
法
華
経
釈

文
』
の
字
音
に
つ
い
て
」
（
「
訓
点
語
と
訓
点
資
料
」
第
四
十
八
輯
）
、
沼
本
克
明
『
平
安
鎌
倉
時
代
に
於
る
日
本
漢
字
音
に
就
て
の
研
究
』
（
昭

和
五
十
七
年
武
蔵
野
書
院
刊
）
、
佐
々
木
勇
「
醍
醐
寺
蔵
『
法
華
経
釈
文
』
の
声
調
体
系
（
第
七
十
八
回
訓
点
語
学
会
口
頭
発
表
、
一
九
九
八

年
五
月
）
。
同
「
醍
醐
寺
蔵
『
妙
法
蓮
華
経
釈
文
』
の
声
点
加
点
に
つ
い
て
ー
前
後
半
の
相
違
と
表
紙
見
返
中
段
記
事
の
解
釈
1
」
（
『
訓
点
語
と
訓

点
資
料
』
第
一
〇
三
韓
、
平
成
十
一
年
（
前
の
口
頭
発
表
の
改
稿
）
）
等
。

漢
音
の
声
母
識
別
声
点
資
料
に
つ
い
て
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（
5
）
　
注
（
4
）
の
各
論
文
が
指
摘
。

（
6
）
　
こ
の
形
の
声
点
の
機
能
に
つ
き
、
注
（
4
）
の
小
松
博
士
著
書
四
八
三
頁
以
下
に
分
析
が
有
り
「
次
清
音
・
喉
音
・
正
歯
Ⅱ
等
な
ど
の
特
立
を
、

い
ず
れ
も
、
O
p
許
n
巴
に
お
こ
な
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
き
ら
か
に
な
っ
た
。
」
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
な
お
続
け
て
「
図
書
寮
本
『
類
緊
名
義
抄
』

に
み
え
る
、
出
典
を
明
示
し
な
い
同
音
字
注
が
、
一
見
、
中
国
原
音
そ
の
も
の
に
ち
か
い
ほ
ど
の
こ
ま
か
い
識
別
を
保
存
し
て
い
る
こ
と
も
、

こ
の
よ
う
な
伝
承
と
の
む
す
び
つ
け
に
お
い
て
、
は
じ
め
て
理
解
が
可
能
で
あ
る
と
か
ん
が
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
こ
の
よ
う
な
要
素
に
つ
い
て
、

わ
ざ
わ
ざ
特
別
の
符
号
を
も
ち
い
て
区
別
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
こ
ろ
に
、
逆
に
そ
の
も
ろ
さ
も
う
か
が
え
る
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
」

と
い
う
評
価
を
与
え
ら
れ
て
い
る
。
な
お
拙
著
『
日
本
漠
字
音
の
歴
史
』
（
昭
和
六
十
一
年
東
京
堂
出
版
刊
）
　
で
も
本
書
の
声
母
識
別
に
つ
き

言
及
し
た
。

（
7
）
　
注
（
4
）
引
用
拙
著
。

（
8
）
　
以
下
、
平
山
久
雄
「
3
中
古
漢
語
の
音
韻
」
　
（
『
中
国
文
化
叢
書
　
言
語
』
昭
和
四
十
二
年
大
修
館
書
店
刊
）
に
よ
る
。

（
9
）
　
注
（
4
）
引
用
著
書
。

（
1
0
）
　
「
日
本
漠
字
音
の
諸
体
系
」
　
（
築
島
裕
篇
『
日
本
漢
字
音
史
論
輯
』
平
成
七
年
汲
古
書
院
刊
）
。

（
1
1
）
　
注
（
4
）
引
用
拙
著
。

（
u
）
　
注
（
4
）
引
用
訓
点
語
学
会
発
表
。

（
1
3
）
　
注
（
空
の
発
表
資
料
に
よ
っ
て
見
る
と
、
仮
に
中
古
音
去
声
全
濁
・
次
濁
声
母
が
重
と
し
て
、
本
資
料
の
重
の
位
置
と
解
釈
さ
れ
る
位
置
に

加
点
さ
れ
た
例
は
、
前
半
掲
出
字
で
は
僅
か
に
各
五
字
・
五
字
、
後
半
掲
出
字
で
は
僅
か
に
各
六
字
二
二
字
で
あ
る
。
し
か
し
、
去
声
重
に
相

当
す
る
こ
れ
ら
の
分
布
は
全
く
の
差
声
の
揺
れ
で
は
な
く
て
、
去
声
の
重
を
区
別
し
よ
う
と
し
た
、
そ
の
痕
跡
と
解
釈
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

（
1
4
）
　
築
島
裕
『
平
安
時
代
訓
点
本
論
考
研
究
篇
』
（
平
成
八
年
汲
古
書
院
刊
）
四
一
〇
頁
、
五
四
七
頁
、
七
四
九
頁
以
下
、
七
七
四
頁
、
九
四
七

頁
以
下
、
等
参
照
。



（15）（16）（17）

（18）（19）

注
（
4
）
引
用
拙
著
。

シ
ラ
ビ
ー
ム
言
語
で
あ
る
中
国
語
は
音
節
の
長
短
の
認
識
が
欠
如
し
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
は
、
仏
典
漢
訳
の
過
程
で
、
長
短
の

音
韻
論
的
区
別
の
厳
密
な
古
代
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
の
音
訳
に
苦
労
し
て
い
た
（
長
音
＝
子
「
字
に
「
引
」
と
い
う
注
記
を
加
え
て
い
る
）
現

実
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
。
悉
曇
学
の
大
成
者
安
然
の
観
察
に
、
声
調
の
軽
重
が
音
節
の
長
短
で
説
明
さ
れ
て
い
る
の
は
、
そ
こ
に
梵
語
音
韻
学

の
介
入
が
あ
る
こ
と
を
物
語
る
。

注
（
4
）
引
用
拙
著
。

以
上
に
つ
い
て
は
、
注
（
1
）
の
論
文
に
お
い
て
詳
論
し
た
。

小
松
英
雄
博
士
の
、
注
（
4
）
引
用
著
書
四
〇
七
～
四
〇
八
頁
に
お
け
る
図
書
寮
本
『
類
衆
名
義
抄
』
の
音
注
の
分
析
を
通
し
て
の
「
学
問
の

世
界
に
お
い
て
、
か
な
り
お
そ
い
時
期
に
い
た
る
ま
で
、
漢
字
音
の
純
血
が
保
持
さ
れ
て
い
た
」
「
す
く
な
く
と
も
、
そ
の
読
書
音
が
、
か
な

の
体
系
を
も
っ
て
し
て
は
と
う
て
い
あ
ら
わ
し
っ
く
せ
な
い
程
度
に
複
雑
な
識
別
を
お
こ
な
っ
て
い
た
」
と
い
う
指
摘
は
間
違
い
な
い
で
あ
ろ

う
。
な
お
注
（
6
）
参
照
の
こ
と
。

追
記
本
稿
の
要
旨
は
平
成
十
年
八
月
十
二
日
の
鎌
倉
時
代
語
研
究
会
で
発
表
し
た
が
、
前
半
の
梵
語
の
部
分
に
つ
い
て
は
、
「
未
解
読
の
点
－

陀
羅
尼
へ
の
特
異
な
る
加
点
－
」
（
『
平
成
十
年
度
高
山
寺
典
籍
文
書
綜
合
調
査
団
研
究
聖
口
論
集
』
）
に
資
料
を
増
補
し
て
発
表
し
た
。
後

半
の
部
分
に
就
き
今
回
若
干
の
追
考
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
。

漢
音
の
声
母
識
別
声
点
資
料
に
つ
い
て




